
１．調査名称：苫小牧都市圏総合都市交通体系調査 

 
２．調査主体：北海道 

 
３．苫小牧都市圏（苫小牧市、白老町、安平町、厚真町、むかわ町の１市４町） 

 
４．調査期間：平成２１年度～平成２３年度 

 
５．調査概要 

苫小牧市、白老町、厚真町、安平町、むかわ町の 1 市 4 町からなる苫小牧都市圏は、道

央広域連携地域胆振地域の東部に位置しており、その南側を太平洋に、北側を夕張山系及

び支笏火山系に挟まれた、広大な勇払原野によって形成されている。このような地勢の下、

圏域の東部地域は農業を中心として発展し、中央部から西部は工業を中心に発展を遂げて

きた。本都市圏については、道内における屈指の工業都市として発展を続ける苫小牧市を

中心に、自然との調和を図りつつ、秩序ある都市機能の整備を進めており、快適な広域都

市圏の形成・発展に努めるとともに、地球環境時代に対応すべく、「持続可能なまちづくり」

及び「低炭素型都市構造への転換に向けた都市づくり」を行っている。今般、少子高齢化

や人口減少、環境問題、防災など、都市を取りまく環境の変化を踏まえ、これからの苫小

牧都市圏に望ましい都市交通体系を検討することとし、平成 21 年度に、圏域内の「人の動

き」を把握するパーソントリップ調査を行い、これと併せて自動車、バス等の「車両の動

き」を把握し、平成 22 年度には、これらの調査の結果や様々な都市圏のデータなどを用い

て、概ね 20 年後の都市圏構造や交通の動向についての解析を行った。また、平成 23 年度

においては、コンパクトで環境にやさしい物流拠点都市の発展と安心・安全なまちづくり

の実現をめざすため、圏域内における環境、利便性、防災、地域振興に配慮した総合的な

都市交通マスタープランを策定するものである。 
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Ⅰ 調査概要 

 
１．調査名：苫小牧都市圏総合都市交通体系調査（パーソントリップ調査） 

 
２．報告書目次 

第１章 調査の概要 

１－１ 調査の目的と背景 

１－２ 調査内容 

１－３ 調査の全体フロー 

１－４ 調査の組織体制 

１－５ 委員会の議論経緯 

 

第２章 苫小牧都市圏の現状と課題 

２－１ 地域特性 

２－１－１ 地域概況 

２－１－２ 産業 

   ２－２ 都市課題 

    ２－２－１ 将来人口 

    ２－２－２ 将来の就業者数と自動車免許保有者数 

   ２－３ 道路交通課題 

    ２－３－１ 目的別の生成交通量 

    ２－３－２ 交通手段別交通量 

    ２－３－３ 苫小牧都市圏における市町間の自動車流動 

    ２－３－４ 苫小牧市内における地区間の自動車流動 

    ２－３－５ 自動車保有台数と混雑度 

    ２－３－６ 交通事故 

   ２－４ 公共交通課題 

    ２－４－１ バスの利用実態と利用者意識 

２－４－２ 通勤・通学の状況 

２－４－３ 苫小牧市内の公共交通潜在需要とバスサービス水準 

２－４－４ 市町間の流動からみる潜在需要 

２－４－５ 自転車利用の状況及び自転車ネットワークの整備状況 
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 ２－５ その他の課題 

    ２－５－１ 災害 

    ２－５－２ 環境 

    ２－５－３ 医療 

    ２－５－４ 観光 

    ２－５－５ 物流 

   ２－６ 課題の整理 

    ２－６－１ 道路 

    ２－６－２ 公共交通 

 

第３章 苫小牧都市圏に関する上位計画及び関連計画 

３－１ 上位計画の概要 

 ３－１－１ 新たな北海道総合開発計画 

 ３－１－２ 新・北海道総合計画 

 ３－１－３ 苫小牧東部開発新計画 

 ３－１－４ 苫小牧東部開発新計画（段階的開発計画） 

 ３－１－５ 苫小牧東部開発新計画 第２期 

３－２ 関連計画の概要 

３－２－１ 都市計画区域の整備・開発及び保全の方針 

３－２－２ 各自治体の総合計画 

３－２－３ 各自治体の都市計画マスタープラン 

３－２－４ 地域公共交通総合連携計画（苫小牧市・白老町・厚真町・むかわ町） 

３－２－５ 集約型都市構造の実現に向けて 

      -都市交通施策と市街地整備施策の戦略的展開- 

３－３ 上位計画及び関連計画が掲げる将来像 

３－３－１ 上位計画が掲げる将来像 

３－３－２ 都市計画区域の整備・開発及び保全の方針が掲げる将来像 

３－３－３ 各自治体の総合計画及び都市計画マスタープランが掲げる将来像 

３－４ 上位計画・関連計画における苫小牧都市圏の将来像 
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第４章 苫小牧都市圏の将来交通需要予測 

４－１ 将来交通需要予測のフロー 

４－２ 現況再現結果 

４－３ 将来人口フレームの設定 

４－３－１ 設定方法 

４－３－２ 設定結果 

４－４ シナリオ別将来人口フレームの設定 

 ４－４－１ 苫小牧東部開発について 

 ４－４－２ 設定条件（シナリオ） 

 ４－４－３ シナリオ毎の人口設定結果 

４－５ 生成交通量の予測 

４－５－１ 生成交通量モデルの設定 

４－５－２ 生成交通量の予測結果 

４－６ 発生集中交通量の予測 

４－６－１ 発生集中交通量モデル 

４－６－２ 発生集中交通量の予測結果 

   ４－７ 分布交通量の予測 

    ４－７－１ 分布交通量モデル 

    ４－７－２ 分布交通量の予測結果 

   ４－８ 交通手段分担率の予測 

    ４－８－１ 交通手段分担率モデル 

    ４－８－２ 交通手段分担率の予測結果 

   ４－９ 配分交通量の予測 

４－９－１ 配分交通量モデル 

４－９－２ 配分交通量の予測結果 

 

第５章 苫小牧都市圏の将来像の設定 

５－１ 苫小牧都市圏の将来像 

 ５－１－１ 「生活」「安心・安全」「産業」の 3つの視点 

 ５－１－２ 将来像の設定 

５－２ 将来像に基づいた施策の設定 

５－３ 将来像に基づいた拠点と連携軸の設定 

５－４ 将来像に基づいた拠点間連携軸の設定 

５－４－１ 生活拠点連携軸 

５－４－２ 工業・流通拠点連携軸 

５－４－３ 観光交流拠点連携軸 
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第６章 苫小牧都市圏の都市交通マスタープラン 

６－１ 苫小牧都市圏の都市交通マスタープランの新たな視点 

６－２ 道路整備基本計画 

６－２－１ 「生活」のための施策メニュー 

６－２－２ 「安心・安全」のための施策メニュー 

６－２－３ 「産業」のための施策メニュー 

６－３ 公共交通基本計画 

６－３－１ 「生活」のための施策メニュー 

６－３－２ 「安心・安全」のためのメニュー 

６－３－３ 「産業」のためのメニュー 

   ６－４ 都市交通マスタープラン 

    ６－４－１ 都市交通マスタープラン（道路に関する計画） 

    ６－４－２ 都市交通公共交通に関する計画 

   ６－５ 都市交通マスタープランに基づいた軸の設定 

    ６－５－１ 道路軸 

    ６－５－２ 公共交通軸 

 

第７章 苫小牧都市圏の都市交通マスタープランの効果 

７－１ 混雑区間延長比率 

７－２ 苫小牧市と周辺町とのアクセス時間変化 

７－３ CO2削減量 

７－４ 緊急輸送道路の混雑区間延長比率 

７－５ 地域別高速道路 IC アクセス時間変化 

７－６ 苫小牧中央 IC と美沢錦岡通の一体的整備によるアクセス性向上効果 

７－７ 災害時の避難行動への影響（津波被害について） 

７－８ 災害時の避難行動への影響（樽前山噴火について） 

７－９ 中央 IC 整備による交通量の変化 

７－１０ 苫小牧中央 IC の整備効果 

 

第８章 今後の取り組み体制と検討課題 

８－１ PI・PR 活動 

８－１－１ PI 活動 

８－１－２ パブリックコメントの結果 

８－２ 今後の取り組み体制 

 

【資料編】 

 北海道総合都市交通体系調査委員会設置要綱 

 委員会名簿 
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３．調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－２ｂ 調査概要） 

北海道総合都市交通体系調査委員会

委員会 
・調査全体の基本方針の確認
・専門的・広域的観点からの検討
・関係機関との総合調整 

計画課題検討ワーキング

・個別課題の調査研究 
・関係機関との連絡調整 
・都市交通に関する課題の 
 検討 

地区検討委員会 
・圏域個別課題の調査研究 
・関係機関との連絡調整 
・都市圏における課題の整理 

事務局 

◇北海道 

◇地元市町都市計画担当

事務局

◇地元市町都市計画担当 



４．委員会名簿 

北海道総合都市交通体系調査委員会名簿 

 
①北海道総合都市交通体系調査委員会 

    所属および役職名  氏 名 

委員長 北海商科大学商学部 教授  佐藤   馨一 

副委員長 室蘭工業大学 教授  田村    亨 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道大学大学院公共政策学連携研究部 准教授 

北海道大学大学院工学研究院 准教授 

北海道開発局開発監理部開発調整課長 

北海道開発局事業振興部都市住宅課長  

北海道開発局建設部道路計画課長 

北海道運輸局企画観光部交通企画課長 

東日本高速道路株式会社北海道支社総合調整部長 

北海道旅客鉄道株式会社総合企画本部経営企画部長 

社団法人北海道バス協会専務理事 

苫小牧市総合政策部長 

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室長 

白老町都市整備部建設課長 

安平町施設課長 

厚真町まちづくり推進課長 

むかわ町総務企画課主幹 

むかわ町経済建設課主幹 

釧路市総合政策部次長 

釧路町まちづくり推進課長 

白糠町経済部建設課長 

 高野  伸栄 

 岸   邦宏 

 渋谷   元 

 傳法谷 眞光 

 後藤  貞二 

 二瓶  朋史 

 三角  到 

 小山  俊幸 

 岩崎  友雄 

佐々木 昭彦 

松本   誠 

 安達  義孝 

 太田  光也 

 小松  豊直 

 阿部  博之 

 為田  雅弘 

 播磨谷  明謙 

 木村  勝茂 

 見鳥  幸蔵 
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②技術検討ワーキング 

    所属および役職名  氏 名 

 顧 問 北海道大学大学院公共施策学連携研究部 准教授 

北海道大学大学院工学研究院 准教授 

北海道大学大学院工学研究院 助教 

 高野  伸栄 

 岸   邦宏 

 内田  賢悦 

 委 員 北海道開発局開発監理部開発調整課事業評価係長 

北海道開発局事業振興部都市住宅課計画・景観係長   

北海道開発局建設部道路計画課調査第１係長 

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 

白老町都市整備部建設課都市施設グループ主任 

安平町施設課施設グループ主査 

厚真町まちづくり推進課企画調整グループ主幹 

厚真町まちづくり推進課企画調整グループ技師 

むかわ町総務企画課政策推進グループ主査 

むかわ町経済建設課技術グループ主査 

釧路市総合政策部都市計画課課長補佐 

釧路市総合政策部都市計画課専門員 

釧路町都市建設課課長補佐 

釧路町まちづくり推進課都市計画係長 

白糠町経済部建設課土木都市計画係長 

 高橋  哲生 

 上村  達也 

 千葉  隆広 

中野  亨 

 稲葉  祐治 

 瀬法司 孝次 

 八木橋 直紀 

 畠山 津与志 

 矢幅  敏晴 

 江川  允典 

  田口  博 

山本  徹 

 梶   光貴 

 菅原  剛 

 南   孝司 

 中川  欣哉 

 植野  晃 
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 委員会 オブザーバー 

 
○期間中の組織変更・異動 

北海道警察本部交通部交通規制課長 吉田 和彦 

⇒北海道警察本部交通部交通規制課長 來山 信康 

 
技術検討ワーキング オブザーバー 

  
事務局 

    所属および役職名  氏 名 
事務局長  北海道建設部まちづくり局都市計画課長  上谷  誠司 

 北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主幹 
北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主査 
北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主任 
北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ主任 
 
苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 
苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 
苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 
白老町都市整備部建設課都市施設グループ主任 
安平町施設課施設グループ主査 
厚真町まちづくり推進課企画調整グループ技師 
むかわ町総務企画課政策推進グループ主査 
釧路市総合政策部都市計画課専門員 
釧路町まちづくり推進課都市計画係長 
白糠町経済部建設課土木都市計画係長 

 椿谷  敏雄 
 米山  晋司 
 湯浅  浩介 
 高田  秀司 
 
中野 亨 

 稲葉 祐治 
 瀬法司 孝次 
 八木橋 直紀 
 畠山 津与志 
江川  允典 

 田口 博 
菅原 剛 
中川 欣哉 
植野 晃 

    所属および役職名  氏 名 

 北海道警察本部交通部交通規制課長 

北海道総合政策部新幹線・交通企画局地域交通課長 

北海道建設部土木局道路課長 

北海道建設部まちづくり局都市環境課長 

來山  信康 

 松橋  明生 

 清水   文彦 

 須田  敏則 

    所属および役職名  氏 名 

 北海道総合政策部新幹線・交通企画局地域交通課地域交通グループ主査 

北海道建設部土木局道路課道路計画グループ主査 

北海道建設部まちづくり局都市環境課街路グループ主査 

 近藤  俊浩 

 佐藤  匡之 

泉    智夫 
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Ⅱ 調査成果 

１．調査目的 

苫小牧市、白老町、厚真町、安平町、むかわ町の 1 市 4 町からなる苫小牧都市圏は、道

央広域連携地域胆振地域の東部に位置しており、その南側を太平洋に、北側を夕張山系及

び支笏火山系に挟まれた、広大な勇払原野によって形成されている。このような地勢の下、

圏域の東部地域は農業を中心として発展し、中央部から西部は工業を中心に発展を遂げて

きた。本都市圏については、道内における屈指の工業都市として発展を続ける苫小牧市を

中心に、自然との調和を図りつつ、秩序ある都市機能の整備を進めており、快適な広域都

市圏の形成・発展に努めるとともに、地球環境時代に対応すべく、「持続可能なまちづくり」

及び「低炭素型都市構造への転換に向けた都市づくり」を行っている。今般、少子高齢化

や人口減少、環境問題、防災など、都市を取りまく環境の変化を踏まえ、これからの苫小

牧都市圏に望ましい都市交通体系を検討することとし、平成 21 年度に、圏域内の「人の動

き」を把握するパーソントリップ調査を行い、これと併せて自動車、バス等の「車両の動

き」を把握し、平成 22 年度には、これらの調査の結果や様々な都市圏のデータなどを用い

て、概ね 20 年後の都市圏構造や交通の動向についての解析を行った。また、平成 23 年度

においては、コンパクトで環境にやさしい物流拠点都市の発展と安心・安全なまちづくり

の実現をめざすため、圏域内における環境、利便性、防災、地域振興に配慮した総合的な

都市交通マスタープランを策定するものである。 

 

（様式－３ａ 調査成果） 



２．調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 調査全体のフロー図 

 

 

 

（様式－３ａ 調査成果） 
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３．調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 調査圏域図 
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（様式－３ａ 調査成果） 



４．調査成果 

４－１ 苫小牧都市圏の現状と課題 

① 道路の課題整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 苫小牧都市圏の道路に関する課題 

（様式－３ｂ 調査成果） 



② 公共交通の課題整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４ 苫小牧都市圏の公共交通に関する課題 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 



▼苫小牧港の取扱貨物の搬入出先は全道に及んでいる。また東港区の苫小牧国際コンテナ

ターミナル整備により、物流貨物の流動が変化している。 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 苫小牧港取扱貨物量の推移 

資料 S38〜H21は室蘭開発建設部 苫小牧港事業部HP、H30年代前半は苫小牧港港湾計画書（H19.11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 市町村別苫小牧港搬出地 

資料：平成16年度 港湾統計年報（陸上出入貨物調査） 

▼国道36号などにおいては、混雑度が1.0を超える箇所が多数存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図７ 平成 17 年センサスの苫小牧都市圏の交通量調査結果（12 時間調査結果） 

資料：H17年道路交通センサス 

（様式－３ｂ 調査成果） 
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平成21年 ⇒ 平成42年 増減数(率）

徒歩・二輪 85,225 ⇒ 65,953 -19,272 （23％減）

自動車 332,892 ⇒ 272,064 -60,828 （18％減）

バス 18,546 ⇒ 6,193 -12,353 （67％減）

鉄道 6,334 ⇒ 4,444 -1,890 （30％減）

合　計 442,997 ⇒ 348,654 -94,343 （21％減）

▼平成 42 年には苫小牧都市圏のトリップ数が約 2割減少することが予想される。 

 

表１ 交通手段別トリップ数の増減数（トリップ/日） 

 

 

 

 

 

 

資料：平成21年苫小牧都市圏PT調査 

 

▼市町間の自動車流動は、苫小牧市と厚真・むかわ町鵡川地区の動きが増加している。また、

苫小牧市と白老町間の流動も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中の単位は(台トリップ／日) 

図８ 今回 PT 調査（平成 21 年）の市町間・内々・内外自動車流動 

資料：H21 年苫小牧都市圏 PT 調査 

（様式－３ｂ 調査成果） 
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▼第二次救急医療機関や特定の診療科目施設など、医療施設は苫小牧市に集中している状況

にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 苫小牧都市圏の救急搬送実績（平成 21 年） 

資料：室蘭開発建設部資料 

（様式－３ｂ 調査成果） 
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４－２ 苫小牧都市圏の将来像の設定 

４－２－１ 苫小牧都市圏の将来像 

苫小牧都市圏の現状と課題、苫小牧都市圏に関する上位・関連計画を踏まえ、苫小牧都市

圏の将来像を設定する。 

 
① 「生活」「安心・安全」「産業」の 3つの視点 

苫小牧都市圏の現状と課題、上位・関連計画から将来像を検討し、「生活」「安心・安全」

「産業」の 3つの視点に立った計画目標及び基本方針を導いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 



② 将来像の設定 

「生活」「安心・安全」「産業」の 3つの視点を基に、苫小牧都市圏の将来像に設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 



４－２－２ 将来像に基づいた施策の設定 

将来像の実現に向け、「生活」「安心・安全」「産業」のそれぞれの視点から、苫小牧都市

圏の現状と課題、上位・関連計画を基に、道路交通関連施策と公共交通施策の策定を行った。

施策をまとめたものを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 
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４－２－３ 将来像に基づいた拠点と連携軸の設定 

３つの視点である「生活」「安心・安全」「産業」を反映させた苫小牧都市圏における都市

交通のあり方について、 

各拠点間を有効的に繋ぐ道路網及び公共交通との連携を基に検討を重ねた結果、次のよう

な連携軸の設定に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 
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４－２－４ 将来像に基づいた拠点間連携軸の設定 

３つの視点である「生活」「安心・安全」「産業」を反映させた苫小牧都市圏における拠点

間連携軸の設定を行った。 

 

① 生活拠点連携軸 

「生活」及び「安心・安全」の向上を目指し、各生活拠点の連携軸を設定した。苫小牧都

市圏と北海道全体を広域的に連携する軸として「高速生活軸」を設定し、国道を基本に生活

拠点間を放射状に連携する道路軸として「広域生活軸」、また、広域生活軸を補助し各生活

拠点間を連携する道路軸として「生活軸」を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 
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② 工業・流通拠点連携軸 

「産業」の効率化と振興を目指し、工業・流通拠点の連携軸を設定した。苫小牧都市圏と

北海道全体を広域的に連携する軸として「高速産業軸」を設定し、国道を基本とし苫小牧港

や苫東といった産業拠点を連携する道路軸としての「広域産業軸」、また、広域産業軸を補

助し産業拠点や高速道路ＩＣを連携する道路軸として「産業軸」を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 
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至札幌市 至札幌市

至岩見沢市
至占冠村

至新ひだか町



③ 観光交流拠点連携軸 

新たな「産業」の活性化を目指し、観光交流拠点間連携軸を設定した。苫小牧都市圏と北

海道全体を広域的に連携する軸として「高速観光軸」を設定し、国道を基本とし都市圏の観

光スポットを連携する道路軸として「広域観光軸」、また、広域観光軸を補助し観光拠点間

を連携する道路軸として「観光軸」を設定した。 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 

虎杖浜

竹浦

北吉原

萩野

白老

社台

錦岡

糸井

青葉

苫小牧

沼ノ 端

勇払

浜厚真

浜田浦

鵡川

汐見

植苗

遠浅

早来

安平

追分

東追分

苫小牧港
（ 西港区）

苫小牧港
（ 東港区）

白老港

道央自動車
道

苫小牧東IC

沼ノ 端西IC

沼ノ 端東IC 苫東中央IC

厚真IC

鵡川IC

苫小牧中央IC

苫小牧西IC

白老IC

JR室蘭本線

JR日高本線

JR
千

歳
線

高速観光軸

観光スポット

広域観光軸

観光軸

虎杖浜温泉

白老ポロト コタン

樽前ガロー

緑ヶ 岡公園

勇払マリーナ

浜厚真海岸

道の駅むかわ
四季の館

ウト ナイ湖
道の駅ウト ナイ湖

イコ ロの森

ノ ーザンホースパーク

勇武津資料館
勇払開拓史跡苫小牧市博物館

苫小牧市科学センタ ー
市民文化公園

海の駅ぷらっと
みなと 市場

オート リゾート
苫小牧アルテン

錦大沼公園

穂別地球体験館
穂別博物館

樽前山

北ふ頭緑地

社台スタリオン
ステーショ ン

あつまスタ ード ーム

ふるさと 海岸

至室蘭市

至伊達市
（ 旧大滝村）

至支笏湖

至札幌市 至札幌市

至岩見沢市
至占冠村

至新ひだか町



４－３ 苫小牧都市圏の都市交通マスタープラン 

４－３－１ 苫小牧都市圏の都市交通マスタープランの新たな視点 

 これまでは人口及び交通量増加を見据え、渋滞緩和や事故対策等を主要課題として道路整

備を進めてきたが、今後は渋滞対策や事故対策に加えて、高齢化や環境、医療、防災など新

たな視点からも道路整備を進めていくことが重要となる。苫小牧都市圏の都市交通マスター

プランの 4つの新たな視点を以下に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 



４－３－２ 道路整備基本計画 

 苫小牧都市圏の将来像の実現に向け、将来像の設定における 3つの視点である「生活」「安

心・安全」「産業」の各々を反映した道路整備基本計画の施策に対し、現状の課題を解決す

るマスタープランの施策メニューを設定する。 

 

４－３－３ 都市交通マスタープラン 

 道路整備基本計画における施策メニュー実行後の都市交通及び、公共交通基本計画におけ

る施策メニュー実行後の苫小牧都市圏の都市交通を描く。 

 

① 都市交通マスタープラン（道路に関する計画） 

道路整備基本計画における施策メニュー実施後の苫小牧都市圏の都市交通を以下に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 道路整備基本計画における施策メニュー実施後の苫小牧都市圏の都市交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 

道路に関する計画

17 18苫小牧都市圏の都市交通マスタ ープラ ン 苫小牧都市圏の都市交通マスタ ープラ ン

● 2 高速

　 道央自動車道、 日高自動車道

● 5 放射

　  国道 36 号 ( 札幌方面 )、 国道 234 号、 国道 235 号、 国道 36 号 ( 室蘭方面 )、 国道 276 号

● 15 連携

　 ( 仮称 ) 苫小牧登別通、 白老大滝線、 覚生川通、 樽前錦岡線、 美沢錦岡通、 双葉三条通、

　  明野北通、 臨海北通、 臨海東通、 ( 仮称 ) 植苗新千歳空港通、 千歳鵡川線、

　 北進平取線など、 苫小牧厚真通、 穂別鵡川線、 豊川遠浅停車場線など

苫小牧西 IC

白老 IC

苫小牧東 IC

苫小牧中央 IC 沼ノ 端東 IC

沼ノ 端西 IC

苫東中央 IC

厚真 IC

鵡川 IC

日高富川 IC

社台社台

白
老

白
老

萩
野

萩
野

竹
浦

竹
浦

虎
杖

浜
虎

杖
浜

苫小牧
苫小牧

沼ノ 端
沼ノ 端

遠
浅

遠
浅

早来

安平安平

勇
払

勇
払

浜厚真
浜厚真

糸井糸井

錦岡錦岡

青葉青葉

鵡川鵡川

植
苗
植
苗

追分追分

東 港 北 通

東 港 北 通

臨海南通臨海南通

苫小牧港
苫小牧港

三条通

美沢錦岡通

美沢錦岡通

道央自動車道

道央自動車道

道央自動車道

道央自動車道

苫小牧登別通

苫小牧登別通

倶多楽湖倶多楽湖

萩の里
自然公園
萩の里

自然公園

ポロト 湖ポロト 湖

錦大沼
公園

錦大沼
公園

高丘森林
公園

高丘森林
公園

ウト ナイ 湖ウト ナイ 湖

美沢錦岡通の整備検討

臨海東通の整備促進

（ 仮称） 苫小牧登別通の
整備検討

国道 36 号の 2 車線区間の
4 車線化の整備検討

苫小牧中央Ｉ Ｃ の
整備検討

（ 仮称） 植苗新千歳
空港通の構想検討

国道 234 号の 2 車線区間の
4 車線化の整備検討

( 仮称 ) 苫小牧登別通

豊
川
遠
浅
停
車
場
線
な
ど

白
老
大
滝
線

覚生川通

樽
前
錦
岡
線

美沢錦岡通

双葉三条通

臨海北通明野北通

(

仮
称)

植
苗

新
千

歳
空

港
通

臨
海
東
通

苫小牧厚真通

北進平取線など

穂
別

鵡
川

線

千
歳
鵡
川
線

苫小牧
市役所
苫小牧
市役所

文文

苫小牧市役所
勇払出張所

苫小牧市役所
勇払出張所

安平町役場
早来庁舎

安平町役場
早来庁舎

厚真町
役場
厚真町
役場

凡　 例

高速道路

放射道路

連携道路

交通ＭＰ での
検討対象区間至室蘭市至室蘭市

至伊達市
( 旧大滝村 )
至伊達市

( 旧大滝村 )

至支笏湖至支笏湖

至札幌市至札幌市
至札幌市至札幌市

至岩見沢市至岩見沢市

至占冠村至占冠村

至新ひだか町至新ひだか町

フ ェ リ ータ ーミ ナルフ ェ リ ータ ーミ ナル

苫小牧厚真通の整備検討

北
吉

原
北

吉
原

浜田浦
浜田浦

日高自動車道

日高自動車道

日高自動車道

日高自動車道

むかわ町
役場
むかわ町
役場

安平町役場
追分庁舎

安平町役場
追分庁舎

白老町
役場

白老町
役場

白老町役場
萩野出張所
白老町役場
萩野出張所

白老町役場
竹浦出張所
白老町役場
竹浦出張所

白老町役場
虎杖浜出張所
白老町役場

虎杖浜出張所

厚真町役場
上厚真支所
厚真町役場
上厚真支所

むかわ町穂別
総合支所

むかわ町穂別
総合支所

苫小牧市役所
のぞみ出張所
苫小牧市役所
のぞみ出張所



② 都市交通公共交通に関する計画 

  公共交通基本計画における施策メニュー実施後の苫小牧都市圏の都市交通を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 公共交通基本計画における施策メニュー実施後の苫小牧都市圏の都市交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 

日高自動車道

日高自動車道

日高自動車道

日高自動車道

苫小牧西 IC

白老 IC

苫小牧東 IC

苫小牧中央 IC

沼ノ 端東 IC

沼ノ 端西 IC

苫東中央 IC

厚真 IC

鵡川 IC

日高富川 IC

白
老

白
老

萩
野

萩
野
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浦
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浦

沼ノ 端
沼ノ 端

遠
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払
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糸井糸井

錦岡錦岡
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植
苗
植
苗

追分追分

東 港 北 通

東 港 北 通

臨海南通臨海南通

苫小牧港
苫小牧港

美沢錦岡通

美沢錦岡通

道央自動車道

道央自動車道

道央自動車道

道央自動車道

倶多楽湖倶多楽湖

錦大沼
公園

錦大沼
公園

高丘森林
公園

高丘森林
公園

ウト ナイ 湖ウト ナイ 湖

文文

苫小牧市役所
勇払出張所

苫小牧市役所
勇払出張所

厚真町
役場
厚真町
役場

凡　 例

広域公共交通軸

生活公共交通軸

公共交通基幹軸

デマンド 型コ ミ ュ ニティ バスの導入

萩の里
自然公園
萩の里

自然公園

ポロト 湖ポロト 湖
デマンド 型コ ミ ュ ニティ バスの導入社台社台

苫小牧登別通

苫小牧登別通
中心部周遊バスの導入

苫小牧
苫小牧

青葉青葉
三条通 苫小牧

市役所
苫小牧
市役所

デマンド 型コ ミ ュ ニティ バスの導入

安平町役場
早来庁舎

安平町役場
早来庁舎

早来

デマンド 型コ ミ ュ ニティ バスの導入

デマンド 型コ ミ ュ ニティ バスの導入

フ ェ リ ータ ーミ ナルフ ェ リ ータ ーミ ナル

虎
杖

浜
虎

杖
浜

北
吉

原
北

吉
原

浜田浦
浜田浦

【 都市圏における公共交通施策】
（ ハード 施策）
○低床車両の導入などによるバリ アフ リ ー化の推進
○フ ィ ーダー路線の整備によるＪ Ｒ・ 都市間バスと の乗り 継ぎ改善
○目的を絞っ た快速バスの導入検討
○デマンド 型コ ミ ュ ニティ バスや乗合タ ク シーなどの効率的な運行システムの導入

（ ソ フ ト 施策）
○バス路線・ ダイ ヤ・ 利用料金の見直し
○バスマッ プや時刻表の作成によるモビリ ティ ・ マネジメ ント の推進
○公共交通に関するニュ ーズレ タ ーの発行やシンポジウムの開催

（ ハード ・ ソ フ ト 施策）
○新千歳空港やフ ェ リ ータ ーミ ナルへの公共交通サービスの向上

【 白老町における公共交通施策】
（ ハード 施策）
▼休憩・ 交流機能を兼ねたバス待合所の設置
▼屋根付バス待合所の設置

（ ソ フ ト 施策）
▼バス利用者に対する買い物割引やバス無料券の進呈
▼回数券や定期券の発行
▼循環福祉バスやスク ールバスの混乗化の実施検討
▼公共交通に関するニュ ーズレ タ ーの発行やシンポジウムの開催

【 苫小牧市における公共交通施策】
（ ハード 施策）
▼休憩・ 交流機能を兼ねたバス待合所の設置
▼屋根付バス待合所の設置
▼交通結節点や観光拠点を連携する中心部周遊バスの導入

（ ソ フ ト 施策）
▼回数券や定期券の発行
▼送迎バスと 既存バスと の乗り 継ぎ改善の検討
▼公共交通に関するニュ ーズレタ ーの発行やシンポジウムの開催

【 むかわ町における公共交通施策】
（ ハード 施策）
▼屋根付バス待合所の設置

（ ソ フ ト 施策）
▼回数券や定期券の発行
▼Ｎ Ｐ Ｏ 法人などによるバス事業運営システムの構築

【 厚真町における公共交通施策】
（ ハード 施策）
▼休憩・ 交流機能等を兼ねたバス待合所の設置
▼送迎バスと 既存バスと の乗り 継ぎ改善の検討

（ ソ フ ト 施策）
▼バス利用者に対する買い物割引やバス無料券の進呈
▼回数券や定期券の発行
▼循環福祉バスやスク ールバスの混乗化の実施検討

【 安平町における公共交通施策】
（ ハード 施策）
▼循環福祉バスやスク ールバスの混乗化の実施検討

（ ソ フ ト 施策）
▼公共交通に関するニュ ーズレ タ ーの発行やシンポジウムの開催

至室蘭市至室蘭市

至伊達市
( 旧大滝村 )
至伊達市

( 旧大滝村 )

至支笏湖至支笏湖

至札幌市至札幌市
至札幌市至札幌市

至岩見沢市至岩見沢市

至占冠村至占冠村

至新ひだか町至新ひだか町

安平町役場
追分庁舎

安平町役場
追分庁舎

むかわ町
役場
むかわ町
役場

白老町
役場
白老町
役場

白老町役場
萩野出張所
白老町役場
萩野出張所

白老町役場
竹浦出張所
白老町役場
竹浦出張所

白老町役場
虎杖浜出張所
白老町役場

虎杖浜出張所

厚真町役場
上厚真支所
厚真町役場
上厚真支所

むかわ町穂別
総合支所

むかわ町穂別
総合支所

苫小牧市役所
のぞみ出張所
苫小牧市役所
のぞみ出張所



４－３－３ 都市交通マスタープランに基づいた軸の設定 

都市交通マスタープランの道路に関する計画及び公共交通に関する計画実行後の将来の

道路軸及び公共交通軸の設定を行う。 

 

① 道路軸 

都市交通マスタープランの道路に関する計画実行後の将来の道路軸を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 

至伊達市
（ 旧大滝村）

竹 浦
虎杖浜

北吉原
萩野

白老
錦岡

糸井

沼ノ 端

追分

苫小牧
都心

早来

厚真 　 むかわ
　（ 穂別）

　 むかわ
　（ 鵡川）

竹 浦
虎杖浜

北吉原
萩野

白老
錦岡

糸井

沼ノ 端

追分

苫小牧
都心

早来

厚真 　 むかわ
　（ 穂別）

　 むかわ
　（ 鵡川）

苫　 東
西港区臨海地区

北光町
白金町

安平工業
　 団地

北町工業
　 団地

早来臨空
工業団地

緑町

北吉原

石山工業
　 団地

王子町

錦岡

元中野町
　 港町

明野

入船

植苗

沼ノ 端

至支笏湖 至札幌市 至札幌市 至岩見沢市 至占冠村

至
室
蘭
市

至
新
ひ
だ
か
町

樽前山

高速道路

放射道路

連携道路

イ ンタ ーチェ ンジ

都　 心

生活拠点

工業・ 流通拠点

観光拠点

凡 例

苫小牧都市圏の将来像に基づいた道路軸の設定

『 ２ 高速５ 放射１ ５ 連携』

２ 高速

道央自動車道、 日高自動車道

５ 放射

国道３ ６ 号（ 札幌方面） 、 国道２ ３ ４ 号、 国道２ ３ ５ 号、
国道３ ６ 号（ 室蘭方面） 、 国道２ ７ ６ 号

１ ５ 連携

高速道路

苫小牧都市圏と 北海道全体を繋ぎ、 物流
や生活、 観光、 防災などにおいて、 欠か
すこ と のでき ない根幹の道路です。

放射道路

都心と 生活拠点、 さ ら には周辺都市を広
域的に繋ぎ、 地域の骨格と なる道路です。

連携道路

高速道路や放射道路などと 連動し 、 地域
の骨格と なる道路です。

白老大滝線、 覚生川通、 樽前錦岡線、 美沢錦岡通、 双葉
三条通、 明野北通、 臨海北通、 臨海東通、 千歳鵡川線、 北
進平取線など、 苫小牧厚真通、 穂別鵡川線、 （ 仮称） 苫小
牧登別通、 （ 仮称） 植苗新千歳空港通、 豊川遠浅停車場線
など



４－３－４ 公共交通軸 

都市交通マスタープランの公共交通に関する計画実行後の将来の公共交通軸を以下に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３ｂ 調査成果） 

公共交通基幹軸

苫小牧都心と 周辺の生活拠点と 放射的に繋ぎ、 公共交通サービスの維持・ 向上を優先的に努める
軸です。

広域公共交通軸

路線バス等により 、 都心や生活拠点間の広域的な移動を 支える軸です。

生活公共交通軸

路線バスなどにより 地域内の円滑な移動を 支える軸です。

苫小牧都市圏の将来像に基づいた公共交通軸の設定
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凡例
混雑度

0  - 1
1  - 1.25
1.25 -

凡例
混雑度

0  - 1
1  - 1.25
1.25 -

４－４ 苫小牧都市圏の都市交通マスタープランの効果 

▼混雑区間延長比率 

 平成 42 年の現況道路網、及び平成 42 年のマスタープラン道路網における混雑区間延長比率

を比較検証した。マスタープラン道路網では混雑度が 1.25 以上の区間は解消される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１２ H42 年現況道路網の混雑度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１３ H42 年マスタープラン道路網の混雑度 

資料：H21 年苫小牧都市圏 PT 調査（交通量推計結果） 



311,618.6

302,927.6

280,000.0

290,000.0

300,000.0

310,000.0

320,000.0

Ｈ42年現況道路網 Ｈ42年ＭＰ道路網

▽Co2年間排出量（ｔ/年）

▼苫小牧市と周辺町とのアクセス時間変化 

 平成 42 年の現況道路網、及び平成 42 年のマスタープラン道路網における苫小牧市と周辺町

とのアクセス時間を比較検証した。マスタープラン道路網では、各町から苫小牧市までのアク

セス時間が短縮される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１４ H42 年の苫小牧市と周辺町とのアクセス時間 

資料：H21 年苫小牧都市圏 PT 調査（交通量推計結果） 

 
▼CO2削減量 

平成 42 年の現況道路網、及び平成 42 年のマスタープラン道路網における年間 CO2排出量を

比較検証した。マスタープラン道路網での CO2排出量は、現況道路網に比べ約 2.8%減少する

ことが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１５ H42 年の CO2年間排出量（t/年） 

資料：H21 年苫小牧都市圏 PT 調査（交通量推計結果） 

苫小牧市

白老町

むかわ町厚真町

安平町

現況ネッ ト ： 43.5 分

ＭＰ ネッ ト ： 29.6 分

【 役場間平均】

現況ネッ ト ： 42.1 分

ＭＰ ネッ ト ： 33.8 分

【 役場間平均】

現況ネッ ト ： 51.9 分

ＭＰ ネッ ト ： 42.2 分

【 全Ｃ ゾーン間平均】

現況ネッ ト ： 50.0 分

ＭＰ ネッ ト ： 40.8 分

【 役場間平均】

現況ネッ ト ： 47.8 分

ＭＰ ネッ ト ： 45.1 分

【 役場間平均】

平均で約 10 分の短縮



凡例
第１次緊急輸送道路
第２・３次緊急輸送道路

混雑度
0  - 1
1  - 1.25
1.25 -　　第１次防災拠点施設

　　第２次防災拠点施設
　　第３次防災拠点施設

混雑度
0  - 1
1  - 1.25
1.25 -

凡例

第１次緊急輸送道路
第２・３次緊急輸送道路

　　第１次防災拠点施設
　　第２次防災拠点施設
　　第３次防災拠点施設

▼緊急輸送道路の混雑区間延長比率 

 平成 42 年の現況道路網、及び平成 42 年のマスタープラン道路網における緊急輸送道路の混

雑区間延長比率を比較検証した。マスタープラン道路網では混雑度が 1.25 以上の区間は解消

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１６ H21 年現況緊急輸送道路の混雑度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１７ H42 年マスタープラン緊急輸送道路の混雑度 

資料：H21 年苫小牧都市圏 PT 調査（交通量推計結果） 



▼地域別高速道路 IC アクセス時間変化 

 平成 42 年の現況道路網、及び平成 42 年のマスタープラン道路網における C ゾーン毎の高

速道路 IC アクセス時間を比較検証した。マスタープラン道路網においては、苫小牧中心部や

厚真・安平町での IC アクセス時間の向上が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１８ C ゾーン毎の IC アクセス時間（現況道路網） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１９ C ゾーン毎の IC アクセス時間（マスタープラン道路網） 

資料：H21 年苫小牧都市圏 PT 調査（交通量推計結果） 

追分町追分町追分町追分町追分町追分町追分町追分町追分町

白老白老白老白老白老白老白老白老白老

苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西

苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東

沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東
沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西

苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央

穂別穂別穂別穂別穂別穂別穂別穂別穂別

厚真厚真厚真厚真厚真厚真厚真厚真厚真

鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川

凡例
30分以上
20分以上30分未満
10分以上20分未満
10分未満

苫小牧市

白老町

安平町

厚真町 むかわ町

苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央苫東中央

沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東沼ノ端東

追分町追分町追分町追分町追分町追分町追分町追分町追分町

苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東苫小牧東

苫小牧中央苫小牧中央苫小牧中央苫小牧中央苫小牧中央苫小牧中央苫小牧中央苫小牧中央苫小牧中央

苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西苫小牧西

白老白老白老白老白老白老白老白老白老

穂別穂別穂別穂別穂別穂別穂別穂別穂別

沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西沼ノ端西

厚真厚真厚真厚真厚真厚真厚真厚真厚真

鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川鵡川白老町

苫小牧市

安平町

厚真町

むかわ町

凡例
30分以上
20分以上30分未満
10分以上20分未満
10分未満

ＩＣアクセス時間
短縮効果が大きい

苫小牧中央ＩＣや苫小牧厚真通の整備に
よりＩＣアクセス時間短縮が図られている。

苫小牧厚真通



▼苫小牧中央 IC の整備効果 

（１）白老町から苫小牧市への医療支援 

①救急搬送について 

 苫小牧中央 IC 整備による救急搬送の迅速化が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②通院交通について 

苫小牧中央 IC 整備よる白老町から苫小牧市へのアクセス性向上が期待される。 
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白老町から の救急搬送件数白老町から の救急搬送件数

登別・ 室蘭方面 苫小牧方面方面

135 件／年 446 件／年

※白老町の救急
　 搬送の約 5 割

高
丘

地
区

苫小牧市立病院は苫小牧中央ＩＣ計画箇所近傍に位置しており

 ・二次医療機関 

 ・地域周産期センター   に指定されている。 

白老町内
38.1%

苫小牧市
47.4%

室蘭市
8.3%

登別市
6.1%

札幌市
0.1%

▼白老町からの救急搬送実績（Ｈ２３年） 

救急搬送件数 構成比

白老町内 358 38.1%

苫小牧市 446 47.4%

室蘭市 78 8.3%

登別市 57 6.1%

札幌市 1 0.1%

合計 940 100.0%

45.3% 43.2% 11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

白老町から

苫小牧市へ 白老町へ その他地域へ

白老町住民の通院先

白老町住民の通院先は、約半数

が苫小牧市となっている
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居住地別通院時所要時間（分）

都市圏平均：１８分

資料：Ｈ21 苫小牧ＰＴ 資料：Ｈ21 苫小牧ＰＴ

資料：白老町消防本部提供データ



（２）物流利便性の向上 

 苫小牧中央 IC の整備により、広域的な範囲への物流交通支援や苫小牧西港へのアクセス性

の飛躍的向上による全道の物流交通への支援、また、札幌方面のみならず、室蘭方面への利用

も期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧港は全道シェ ア５ 割を占める 物
流の中枢拠点であり 、 高速交通体系を
含む物流効率化が求めら れる

▼水産品・野菜等輸送時の定時性確保

・ 苫小牧港から 搬出物資の１ 割は、 水
産品や野菜が占めている。
・ 水産品や野菜等は鮮度が重要で、 輸
送時の定時性確保が求めら れる。

▼事業者からの声

石油や液化石油ガスを運搬し ているが、
交通事故等による危険性を踏まえ、 運搬に
あたっ ては高速道路を利用し ています。

Ｈ 21苫小牧Ｐ Ｔ 企業ヒ アリ ングより

水産品・野

菜・果物

10.1%

輸送機械

19.3%

紙・パルプ

16.5%
廃棄物

10.5%
その他食品工

業品

6.2%

その他

37.4%

苫小牧港に搬入される品目の構成

水産品や野菜が
１ 割を 占めている

定時性確保によ る
安定供給の実現も 期待

資料：港湾統計（陸上出入貨物調査）

資料：港湾統計（陸上出入貨物調査）

・ 鋼材などを年間20万ト ン輸送し ており 、
そのう ち２ 割は室蘭・ 函館方面への輸送。

苫小牧市内にＩ Ｃ ができ ると 利便性が高
まると 思う ので、 時間短縮が図ら れるので
あれば、 利用可能性はある。

Ｈ 21苫小牧Ｐ Ｔ 企業ヒ アリ ングより

国際拠点港湾
苫小牧港

苫小牧港への依存率
（％）

80 - 100
60 - 80
40 - 60
20 - 40
0 - 20

▼苫小牧港への依存度



（３）地域間所要時間の短縮 

 苫小牧中央 IC 整備により、苫小牧市内からの IC アクセス時間が短縮される。また、日常交

通における利便性向上はもとより、苫小牧中央 IC 予定地に近接する苫小牧市立病院へのアク

セス性の向上も特筆すべき点といえる。 
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北海道西部地域をはじめ
広域的な交通の迅速化を
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苫小牧中央ＩＣの整備に
より二次医療機関の

「苫小牧市立病院」への
アクセス性が向上

 

【検討結果の考察】 

●苫小牧中央ＩＣ整備により、１日約８,０００台の利用が見込まれ、都市内通過交通の整流化（苫

小牧中央ＩＣ整備による都市内の渋滞が若干緩和）が図られると考えられる。 

※苫小牧中央ＩＣ利用車両は、美沢錦岡通等へ分散するため、苫小牧中心部の国道 276 号などにおけ

る渋滞や交通事故の極端な増加は想定されない。 

●苫小牧中央ＩＣ利用による利便性向上効果は高く、所要時間も約１０分短縮が見込まれる。 

●白老町からの救急医療など『命をつなぐ道』の視点や北海道西部地域をはじめとする広域的な物流

交通支援などの視点からの整備効果も踏まえた苫小牧中央ＩＣの整備方向性を検討する必要がある。
 


